
令和７年度予算の基本方針

電気事業会計

令和７年度予算見積額 2,152,824 千円

令和６年度当初予算額 1,742,387 千円

差 引 増 減 額 410,437 千円

対 前 年 度 比 率 123.6 ％

工業用水道事業会計

令和７年度予算見積額 384,758 千円

令和６年度当初予算額 353,863 千円

差 引 増 減 額 30,895 千円

対 前 年 度 比 率 108.7 ％

令和７年度公営企業局予算見積総括表

【電気事業会計及び工業用水道事業会計】
　令和５年度に改定した「経営戦略」に基づき、地方公営企業としての経済性を発揮し、環境にやさしい
クリーンな電力と低廉で良質な工業用水の安定供給に努め、産業や地域の振興に貢献します。

【病院事業】
　「第８期経営健全化計画」（令和５年度策定）に基づき、地域で安心して住み続けられる医療提供体
制の整備とそのための病院事業の経営の健全化を図っていきます。

様式１



病院事業会計

令和７年度予算見積額 19,859,261 千円

令和６年度当初予算額 19,592,839 千円

差 引 増 減 額 266,422 千円

対 前 年 度 比 率 101.4 ％

（注）令和7年度予算見積額には、人件費（概算）を含むため、今後変更となります。



 　  急速EV充電器設置設計委託　                           　　　　　　　　　収益的支出  5,621千円 [R６:－千円]　

  脱炭素社会の実現に貢献するための取り組みとして、国道195号に隣接する杉田ダム管理用地に急速充電器の設置を検討します。   　 
 

　　　再生可能エネルギー利活用等の推進  　　  　                     　資本的支出　15,000千円 [R６:10,000千円] 　 
　　 
　   地域の貴重な資源である再生可能エネルギーの利活用を推進するため、市町村等が実施する取組を支援します。
　　 さらに、脱炭素社会の実現に向けた市町村の動きを加速させるため、補助制度を拡充します。
　　 　　　■拡充内容：普及事業への補助上限額　500千円→1,000千円

１．再生可能エネルギーの利活用等の推進

　　
  　　  管路更新詳細設計委託業務（鏡川工業用水道事業)　　　　　　　資本的支出  72,820千円 [R6:－千円]
        

  優先整備区間（筆山配水池出口から配水分岐地点までの約1.5km区間）の管路の更新と耐震化に向けて、配管布設予定ルートの詳
細な調査を実施します。

令和７年度　公営企業局の施策のポイント 様式２

※[]は令和６年度当初予算
【電気事業会計】

【工業用水道事業会計】

１．耐震・老朽化対策の推進

拡
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ーン
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【病院事業会計】

１. 脱炭素化に向けた取組と電力費用の削減

新
グリ
ーン

　令和7年度（令和8年1月）から5年間のリース契約により、病院内の蛍光灯をLED照明に変更することで、省エネルギーと費用削減に取り組
みます。（年間約2.8％のCo2削減と、10年間で総額約5百万円の費用削減を見込む。リース終了後は、ＬＥＤ照明を譲り受けます。）

院内照明のＬＥＤ化（あき総合病院）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  収益的支出　2,426千円 [R６:ー千円]

新

グリ
ーン 　病院の駐車場に太陽光発電設備（ソーラーカーポート）を設置するPPA事業者を公募し、設備費用等の一部を補助します。

　病院は、この設備で発電した電力をPPA事業者から安価に購入し、使用電力の一部を賄うことで脱炭素化と費用削減に取り組みます。（年
間約12％のCo2削減と、20年間で総額約40百万円の費用削減を見込む。）
　■補助先：PPA事業者　　■補助率（補助上限額）：１／３以内（62,333千円　国：地域脱炭素移行・再エネ交付金）
　PPA（Power Purchase Agreement）‥企業、自治体等が所有する建物の屋根や遊休地をPPA事業者が借り受け、そこにPPA事業者

が太陽光発電設備を設置して、発電した電気を当該企業、自治体等に販売する仕組み。

太陽光発電設備等導入事業費（あき総合病院太陽光発電設備等導入事業費補助金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　収益的支出　ー千円 【債務負担行為　62,333千円】[R６:ー千円]

　　　

２. 医療機能の充実強化　

人口
減少

院内助産の導入に向けた施設の環境整備（あき総合病院）　　　　　　　　　収益的支出　1,124千円 [R６:ー千円] 
　産婦人科医師が不足する中で分娩体制を維持するために、助産師が中心となり、医師と協力しながら分娩介助や産前産後のケアを行う院内
助産の令和８年度導入に向けて、施設の環境整備に取り組みます。  
　■主な実施内容：混合病棟にある産婦人科と他の診療科を区分けする仕切り扉などを設置

拡

　　
    　

３. 地域の医療を支える医療機関の連携

人口
減少

地域医療連携推進法人の設立（幡多けんみん病院）　　　　　　　　　　　　　収益的支出　1,959千円 [R６:ー千円] 
　人口減少及び少子高齢化が進む幡多地域において安定的に医療サービスを提供するために、地域医療連携推進法人を設立（令和7年度予
定）し、参画医療機関と共に運営を行います。
　■主な実施内容：参画医療機関等と共に、法人の運営費用の一部を負担

拡


